
全員、主役。
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まち・むら Topics
鷲
じゅう

峰
ぶ

山
ざん

トンネルの貫通式
（和束町） ほか ……… ❹

教育　
村の子大活躍（南山城村）ほか
 ……… ❺

安心・安全／消費者生活
秋の交通安全運動（３町村）
ほか …… ❻〜❼

保健・福祉
献血にご協力ください

（笠置町・南山城村）ほか …… ❽〜❾

行政
税を考える週間（３町村） ほか
 ……… ❿〜⓫

おしらせ …… ⓬〜⓰
ベストショット … ⓱
図書室 等  ………… ⓲

３町村には行楽の秋にピッタリなお出かけスポットが満載。​
紅葉名所はもちろん、一度は行ってみたい観光スポットなど
「見る」「味わう」「感じる」が満載のイベントをご紹介します。​
外出しやすく、気持ちの良い季節を存分に楽しんでみませんか。

農林産物直売所農林産物直売所（南山城村）（南山城村）
村人が育てた新鮮野菜とタコ焼きのタコの代わり
に原木椎茸が入った「しい玉焼き」が人気の直売所。​
11月26日には「いきいきマルシェ」が開かれます。​

道の駅お茶の京都みなみやましろ村道の駅お茶の京都みなみやましろ村
道の駅では、特産品のお茶をメインに、ここにしかない様々な産品やオリジナ
ルメニューを味わうことができます。11月23日には「濃味（こくみ）むらの収
穫祭」をおこない実りの秋をお祝いします。​

特集 相楽東部

……… ❷

 「  秋の 
おでかけが 
 もっと 
たのしくなる。 」

秋秋のの
おでかけがおでかけが
 もっともっと たのしくなる。 たのしくなる。 
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和束町

笠置町
南山城村

  

八
坂
の
大
杉

八
坂
の
大
杉
（
和
束
町
）

（
和
束
町
）

樹
齢
1
3
0
0
年
以
上
と
言
わ
れ
る
杉
の
大
木
。​

京
都
府
指
定
の
天
然
記
念
物
に
登
録
さ
れ
て
い
る
大
杉
は
幹
回
り
12
・
8

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
31
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
今
も
勇
壮
に
い
き
づ
い
て
い
ま
す
。​

石寺の茶畑石寺の茶畑（和束町）（和束町）
京都府景観資産第1号に登録されている和束町
を代表する茶畑。「早場」のアドバンテージを生
かした茶づくりで、茶園は谷を埋め、山頂をめ
ざして広がる茶畑景観は心を魅了します。​

ほっこり市ほっこり市（笠置町）（笠置町）
11月18日（土）、笠置町産業振興会館前駐車場で開かれる
ほっこり市。地元特産品をはじめ、新鮮野菜やお弁当、笠
置サイダー、お土産物など笠置のうまいもんが盛りだくさ
ん。ステージイベントでは、地元サークルのコーラスやフ
ラダンスの披露などが、会場を盛り上げます。

笠置山もみじ公園笠置山もみじ公園
国の史跡及び名勝に指定されている笠置山。
1300年の歴史をもつ笠置寺境内にある「も
みじ公園」はもみじの絨毯が​広がる人気スポ
ットです。​今年も 11月1日から 30日まで夜
間のライトアップをおこないます。​
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貫通した
鷲峰山トンネル

挑戦する心の成長。
「できない」を「できる」へ。

まち・むら
topics

「
鷲じ

ゅ
う

峰ぶ

山ざ
ん

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
」が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

　
10
月
9
日（
月
・
祝
）、
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
和
束
町
や
宇

治
田
原
町
、
京
都
府
の
関
係
者
、
施
工
業
者
な

ど
が
見
守
る
中
、
貫
通
の
儀
や
貫
通
点
清
め
の

儀
、
通
り
初
め
の
儀
、
鏡
開
き
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
、
貫
通
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
8
月
25
日
に
貫
通
し
、
こ
れ
ま

で「（
仮
称
）犬
打
峠
ト
ン
ネ
ル
」と
さ
れ
て
い
た

ト
ン
ネ
ル
名
称
は
、「
鷲
峰
山（
じ
ゅ
う
ぶ
ざ

ん
）ト
ン
ネ
ル
」に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
令
和
６
年
度
の
開
通
を
目
指
し
、

ト
ン
ネ
ル
内
の
覆
工
、
舗
装
、
周
辺
道
路
の
工

事
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

ゆ
る
ふ
る
部
活
動「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
」

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
部
活
動

の
地
域
移
行
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て「
３
町
村
の

魅
力
を
活
か
し
た
総
合
型
部
活
動（
ゆ
る
く
ふ
る
里

の
よ
さ
を
楽
し
む「
ゆ
る
ふ
る
」部
）」第
二
弾
と
な
る

「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
」を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
岩
を
前
に
し
て
自
分

た
ち
で
攻
略
方
法
を
考
え
な
が
ら
、
全
身
を
使
っ
て

一
つ
一
つ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
し
た
。
登
れ

た
時
の
笑
顔
は
、
爽
や
か
な
秋
の
景
色
と
一
体
化
し
、

豊
か
で
充
実
し
た
か
け
が
え
の
な
い
体
験
の
１
ペ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー

　

和
束
町
が
加
盟
し
て
い
る「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」連
合
で
は
、
2
0
2
0
年
か
ら
10
月
4
日

（
連
合
設
立
日
）を「
美
し
い
村
の
日
」と
し
て
制
定

し
、「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
」と
名
づ
け
て
美
し

い
村
運
動
の
原
点
で
あ
る
、
村
を
綺
麗
に
す
る
活

動
や
村
の
文
化
を
継
承
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
10
月
4
日（
水
）に
美
し
い

村
連
合
旗
の
掲
揚
と
町
職
員
に
よ
る
町
内
の
清
掃

活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
後
も「
美
し
い
村
」

加
盟
町
村
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
美
し
い
村
運

動
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

和束町

教育委員会

左から
西谷 宇治田原町長、山下 京都府副知事、馬場 和束町長

和束町

全
身
を
使
っ
て
登
り
ま
す

体力だけじゃなくて

知力も必要
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 村の子大活躍　地区大会で優勝 
～少年野球でたくさんの交流と仲間づくり～

　南山城村の南山城アースと伊賀市の緑ルーキー
ズで結成し活動する「M

エムイーアール

ER B
ベースボール

ASEBALL C
クラブ

LUB」が、
７月〜９月にかけておこなわれた「第17回伊賀市
スポーツ少年団本部長杯学童軟式野球交流大会」
で創部初の優勝を手にしました。
問南山城村スポーツ少年団事務局
　(相楽東部広域連合教育委員会南山城村分室)
　　☎0743・93・0580

教
育

Ed u catio n

和束町史編さんだより
 第17回 福塚古墳

　和束町に現存する古墳の中で最も状態のよい古墳の一つであり、町史編さんのため京都府立大学による
調査も多くおこなわれている福塚古墳について紹介します。
　福塚古墳は和束天満宮の西に現存する高さ約５ｍ、直径約24ｍの円墳です。北東側は過去の土取りの
ため大きくえぐられており、そのため石室が露出しています。
　府立大学の調査によって表面から埴輪のかけらが発見され、円筒埴輪や形象埴輪が立ち並んだ古墳であ
ったことが分かりました。また、埴輪のかけらの調査によって６世紀前半の古墳であることも明らかとな
っています。
　現存していませんが、福塚古墳の東側には園大塚古
墳、原山古墳がかつてあり、天満宮周辺は古墳が集中
する場所でした。天満宮のある場所は尾根の上なので、
そういった地形的な理由から当時の人々は古墳をつく
る場所として選んだのかもしれません。
　後の時代、古墳が集中する場所の近くに神社がつく
られた背景にも、やはり尾根の上という地形的な理由
があったのでしょう。地理や地形も歴史を考える上で
の重要な手がかりの１つなのです。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

福塚古墳

MERMER  
BASEBALL CLUBBASEBALL CLUB
（村での活動時は南山城アース）
では選手募集中です。

	 ベースボール	 クラブ

エムイーアール
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安心安全
ほっ犯罪被害者支援活動について

◆​11月25日（土）から12月１日（金）までは「犯罪被害者週間」です。
　〇社会全体で被害者やその家族を支えましょう。
　〇被害者やそのご家族には、
　　・ 被害に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調
　　・ 通院・医療費などの経済的負担
　　・ 捜査や裁判の過程における精神的・時間的負担
　　・ 周囲の心ない言葉やマスコミの取材などによるストレス
　　などさまざまな問題が起こります。
　　 　このような状況を知り、一人ひとりがその痛みについて考えることが大切です。
　　 　被害に遭われた方が再び平穏な生活に戻れるよう、みなさんのご理解をお願いします。
◆犯罪被害に遭われた方へ
　 　犯罪被害に遭われた方の精神的・経済的負担の軽減を図るため、
　　・ 犯罪被害給付制度…国が犯罪被害者等給付金（遺族・重傷病・障害給付金）を支給する制度
　　・ 公費負担制度…身体犯における初診料・診断書料等、性犯罪における初回処置料等を公費

で負担する制度
　　・ カウンセリング制度…心理カウンセラーによるカウンセリングを受けることができる制度
　　などさまざまな制度があります。
 問京都府木津警察署　☎0774・72・0110

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 
相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
個
人
を
狙
う
罠
が
仕
掛
け
ら
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
、
今
回
は
そ
の
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
う
し
た
手
口
を
知
る
こ
と
で
安

全
に
ネ
ッ
ト
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

❶�

偽
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
を
使
用
し
た
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
（
例
：
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
閲
覧
中
の

ウ
イ
ル
ス
感
染
等
）
➡
ウ
エ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
を
閉
じ
る
だ
け
で
問
題
は
な
く
、
警
告
に

表
示
さ
れ
た
番
号
に
電
話
し
な
い
。（
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操
作
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

W
i
n
d
o
w
s
の
「
シ
ス
テ
ム
復
元
」
機
能
を
使
用
し
て
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
前
の
状
態
に
シ
ス
テ
ム
を
戻
す
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
）

❷�

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
（
例
：
偽
の
当
選
、
還
付
金
等
）
➡
U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
、
タ
ッ
プ

し
な
い
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
な
い
。
記
載
の
電
話
番
号
に
電
話
し
な
い
。
返
信
し
な
い
。

❸�

S
M
S
を
悪
用
し
た
手
口
（
例
：
宅
配
事
業
者
を
か
た
る
偽
の
不
在
通
知
S
M
S
等
）
➡
不

審
な
S
M
S
が
届
い
た
際
は
削
除
し
、
U
R
L
を
タ
ッ
プ
し
な
い
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　
よ
り
多
く
の
手
口
を
知
り
た
い
場
合
は
、
警
視
庁
、
I
P
A
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
）
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
注
意
喚
起
情
報
を
参
照
く
だ
さ
い
。
騙
さ
れ
な
い
ポ
イ

ン
ト
は
、
落
ち
着
い
て
考
え
る
と
通
常
は
発
生
し
な
い
不
自
然
な
点
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
際

は
、
「
こ
れ
は
騙
し
の
手
口
で
は
な
い
か
。
」
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
手
口
に
騙
さ
れ
な
い
た
め
に

代
表
的
な
罠
を
知
ろ
う
！
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秋
の
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る

街
頭
啓
発
（
3
町
村
）

　
9
月
21
日（
木
）
～
30
日（
土
）ま
で
の
10
日
間
、

「
京
の
ま
ち 
深
ま
る
秋
と 

思
い
や
り
」の
運
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
笠
置
町
で
は
、
9
月
21
日（
木
）、
国
道
1
6
3

号
沿
い
と
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
笠
置
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
委
員
と
と
も
に
街
頭
啓
発
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
運
転
手
へ
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
で

の
注
意
喚
起
や
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
客
を
対
象
に
啓

発
物
品
を
配
布
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
取
組
に
な

り
ま
し
た
。

　
和
束
町
で
は
、
9
月
21
日（
木
）、
白
栖
橋
交
差

点
で
和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
木
津
警
察

署
警
察
官
等
で
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
勤
通
学
の
み
な
さ
ん
に

啓
発
物
品
を
配
り
、
交
通
事
故
防
止
の
呼
び
か
け

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
南
山
城
村
で
は
、9
月
23
日（
土
）、道
の
駅「
お

茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」で
、
南
山
城
村

交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
で
街
頭
啓
発
活
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
の
利
用
者
に
対
し
て
啓
発
物
品
の
配
布

の
ほ
か
、
京
都
府
警
察
平
安
騎
馬
隊
と
と
も
に
、

交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

笠置町：国道163号での注意喚起和束町：白栖橋交差点での啓発活動南山城村：平安騎馬隊による体験騎乗

11
月
9
日
〜
15
日
は「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る
と
と

も
に
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

�
の
ポ
イ
ン
ト

❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

❷
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

❸
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

❹
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

❺ 

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

❻ 

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

❼ 

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お

よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

❽ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

❾ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
備
え
て
お
く
。

❿ 

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
お
こ
な
う
。

問
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

出典：消防庁
　　　ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/）
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12月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12月  3日（日） 内科
    　10日（日） 内科・小児科
    　17日（日） 内科
    　24日（日） 内科・小児科
    　31日（日） 内科・小児科
※ 11月分については広報れんけい10月号

をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
め
ま
い
は
、
ま
れ
で
す
が
危
険
な

め
ま
い
と
、
よ
く
あ
る
普
通
の
め
ま

い
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
危
険
な
め

ま
い
は
、
め
ま
い
の
1
～
3
％
で
す
。

急
に
起
き
て
き
た
ふ
ら
つ
き
で
、
意

識
障
害
・
手
足
の
麻
痺
・
ろ
れ
つ
が

ま
わ
ら
な
い
・
水
を
飲
む
と
む
せ
る

な
ど
の
脳
の
神
経
症
状
や
、
頭
が
割

れ
そ
う
に
痛
い
な
ど
の
症
状
を
伴
う

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
脳
梗
塞
・
脳

出
血
な
ど
の
脳
の
障
害
が
疑
わ
れ
ま

す
。
命
に
関
わ
り
か
ね
な
い
の
で
直

ち
に
救
急
病
院
等
を
受
診
す
べ
き
で

す
。
一
方
、
よ
く
あ
る
普
通
の
め
ま

い
は
、
脳
の
障
害
を
疑
わ
せ
る
症
状

の
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
め
ま

い
の
50
～
70
％
は
耳
が
原
因
で
す
。

耳
が
原
因
の
め
ま
い
は
、
あ
た
ま
の

位
置
に
よ
っ
て
や
、
頭
を
動
か
す
と

刺
激
と
な
り
ぐ
る
ぐ
る
回
る
め
ま
い

を
起
こ
し
ま
す
。
耳
に
は
三
半
規
管

と
言
っ
て
頭
の
回
転
を
感
じ
取
る
セ

ン
サ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
球
形

嚢
、
卵
形
嚢
と
言
っ
た
重
力
な
ど
の

垂
直
方
向
の
加
速
度
や
車
の
加
速
・

減
速
な
ど
の
水
平
方
向
の
加
速
度
を

感
じ
取
っ
た
り
、
頭
の
位
置
を
感
じ

取
る
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
平
衡
バ
ラ
ン
ス
を
感
じ
取
る
た

め
の
セ
ン
サ
ー
で
す
。
こ
れ
ら
の
機

能
が
障
害
さ
れ
る
と
平
衡
バ
ラ
ン
ス

を
正
し
く
感
じ
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
耳
が
原
因
の
め
ま

い
で
す
。
め
ま
い
症
状
や
吐
き
気
な

ど
の
症
状
は
き
つ
く
て
も
命
に
関
わ

る
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
有
り
ま
せ
ん
。

最
も
多
い
の
が
良
性
発
作
性
め
ま
い

症
で
、
そ
の
他
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
突

発
性
難
聴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
メ
ニ

エ
ー
ル
病
、
突
発
性
難
聴
で
は
急
性

の
難
聴
を
伴
い
、
２
週
間
以
内
に
治

療
を
お
こ
な
わ
な
い
と
後
遺
症
と
し

て
難
聴
が
残
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
り

ま
す
。
聞
こ
え
が
変
、
耳
鳴
り
が
す

る
、
耳
が
塞
が
っ
た
感
じ
が
す
る
な

ど
の
耳
の
症
状
の
あ
る
め
ま
い
の
方

は
急
性
の
難
聴
が
起
こ
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
の
症
状

ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
放
置
す
る

と
難
聴
の
後
遺
症
を
残
す
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
早
急
に
耳
鼻
咽
喉
科

で
聴
力
検
査
な
ど
の
検
査
を
受
け
専

門
的
治
療
を
受
け
る
事
が
必
要
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
め
ま
い
と
言
っ
て

も
症
状
に
よ
っ
て
疑
わ
れ
る
病
気
が

違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
受
診
す
べ
き

医
療
機
関
も
よ
く
考
え
て
選
ば
れ
る

事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
と
う
耳
鼻
咽
喉
科

後
藤
英
一
郎

め
ま
い
に
つ
い
て

そ
の
�

保健・福祉保健・福祉

南山城村献血推進協議会
視察研修会のご案内

　献血推進協議会では、献血に対する知識や見識を
深め、今後の南山城村における献血を積極的に推進
するための視察研修会をおこないます。興味のある
方は是非ご参加ください。
日12月６日（水）　午前９時15分～午後４時30分
所午前　献血ルーム四条　<昼食>
　午後　三十三間堂（拝観）、おたべ本館
対南山城村在住者
費一人2,000円（昼食代）
定先着10人（定員に達し次第締切）
期11月15日（水）まで　
他 やまなみホールの駐車場から、マイクロバスに乗

って行きます。　
問・申南山城村役場税住民福祉課
　　　　☎0743・93・0103直

献血にご協力ください
（笠置町・南山城村）

日笠 置 町　11月24日（金）　午後２時～４時
　南山城村　11月24日（金）　午前10時15分～正午
所笠 置 町　笠置町役場
　南山城村　本郷コミュニティセンター
対男性　17歳から 69歳まで
　女性　18歳から 69歳まで
　男女とも体重50㎏以上の人
　※ 65歳以上の人については 60歳から 64歳まで

に献血をされた人に限ります。
　※ 患者や献血者の安全を確保するため、献血をお

断りすることがあります。
持 献血カード、または運転免許証など本人確認がで

きるもの
問笠 置 町 保 健 福 祉 課　☎0743・95・2303直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103直

82023.11︱vOL.212 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Health and Welfare 保健・福祉



南山城村老人クラブ

和束町老人クラブ

第３回南山城村老人クラブ
公式ワナゲ大会

開催日 ８月24日（木）
会　場 やまなみホール
大会結果

優　勝：南大河原百寿会チーム
準優勝：高尾老人楽寿会チーム
３　位：月ヶ瀬ＮＴ千歳会チーム

令和５年度和束町老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

開催日 ９月７日（木）
会　場 和束町運動公園
大会結果（敬称略）
１　位：中老人クラブ　　木﨑　一夫
２　位：湯船老人クラブ　田中　妙子
３　位：湯船老人クラブ　桧谷　正樹
４　位：湯船老人クラブ　田中　　昭

〜各地域で熱戦が繰り広げられました〜

第44回南山城村老人クラブ
ゲートボール大会

開催日 ９月12日（火）
会　場  南山城村第２グラウンド 

（田山）
大会結果

優　勝： 月ヶ瀬NT千歳会チーム
準優勝：田山老人寿会チーム
３　位：高尾老人楽寿会チーム

第38回和束町老人クラブ
ゲートボール大会

開催日 ９月27日（水）
会　場 東和束ゲートボール場
大会結果

優　勝：中Bチーム
準優勝：原山チーム
３　位：杣田チーム
４　位：湯船チーム

第20回南山城村老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

開催日 ９月27日（水）
会　場 南山城村総合グラウンド
大会結果

優　勝：高尾老人楽寿会チーム
準優勝：南大河原百寿会チーム
３　位：東部老人クラブチーム

老人クラブ各種スポーツ大会結果
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